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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月18日(2019.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置から送信されるパケットを受信する情報処理装置であって、
　前記受信したパケットの受信電波強度を計測する計測手段と、
　所定の指示をユーザから受け付ける受付手段と、
　前記所定の指示をユーザから受け付けた場合に、前記計測手段によって計測された受信
電波強度に基づいて、受信電波強度の補正量を算出する算出手段と、
　前記計測手段によって新たに計測される受信電波強度を、前記算出手段で算出された前
記補正量を用いて補正する補正手段と、
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記補正手段で補正された受信電波強度に基づいて、前記情報処理装置と前記画像形成
装置との間の距離を求める距離取得手段、を更に有することを特徴とする請求項１に記載
の情報処理装置。
【請求項３】
　前記算出手段は、前記所定の指示をユーザから受け付けた場合に、前記計測手段によっ
て計測された複数の受信電波強度に基づいて、受信電波強度の補正量を算出する、ことを
特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　画像形成装置から送信されるパケットを受信する情報処理装置であって、
　前記受信したパケットの受信電波強度を計測する計測手段と、
　所定の指示をユーザから受け付ける受付手段と、
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　前記所定の指示を前記ユーザから受け付けた場合に、前記計測手段によって計測された
受信電波強度に基づいて、前記情報処理装置と前記画像形成装置との間の距離と、受信電
波強度との関係に関するキャリブレーションを行う較正手段と、
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　前記計測手段によって新たに計測される受信電波強度と、前記較正手段によるキャリブ
レーションの結果とに基づいて、前記情報処理装置と前記画像形成装置との間の距離を求
める距離取得手段、を更に有することを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記較正手段は、前記所定の指示を前記ユーザから受け付けた場合に、前記計測手段に
よって計測された受信電波強度と、基準の距離における基準の受信電波強度とに基づいて
、受信電波強度の補正量を、前記キャリブレーションの結果として取得し、
　前記距離取得手段は、前記計測手段によって新たに計測される受信電波強度と、前記取
得された補正量とに基づいて、前記情報処理装置と前記画像形成装置との間の距離を求め
ることを特徴とする請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記所定の指示をユーザが入力するための指示画面を表示する表示手段を更に備え、
　前記指示画面には、前記情報処理装置を前記画像形成装置から所定の距離の地点に移動
させるようにユーザに促すメッセージが表示されることを特徴とする請求項１乃至６のい
ずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記指示画面には、さらに、前記情報処理装置と前記画像形成装置の位置関係をユーザ
に示す画像が表示されることを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記パケットには、前記画像形成装置の識別情報が含まれ、
　前記表示手段は、前記識別情報に基づいて、表示する前記画像を切り替えることを特徴
とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記識別情報は、前記画像形成装置の機種を示す情報であることを特徴とする請求項９
に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　画像形成装置から送信されるパケットを受信する情報処理装置であって、
　前記受信したパケットの受信電波強度を計測する計測手段と、
　スライドバーを用いて受信電波強度の補正量を求めるための調整画面であって、前記ス
ライドバーのスライド可能な範囲において、前記計測手段によって計測された受信電波強
度に対応する位置に、前記スライドバーのつまみを初期表示し、かつ、ユーザによって前
記スライドバーのつまみの位置が移動された場合、当該移動されたつまみの位置に基づい
て前記補正量を求めるための調整画面を表示する表示手段と、
　前記計測手段によって新たに計測される受信電波強度を、前記調整画面において移動さ
れたつまみの位置に基づいて求められた前記補正量を用いて補正する補正手段と、
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項１２】
　画像形成装置から送信されるパケットを受信する情報処理装置であって、
　前記画像形成装置に表示された二次元コードを読み取る読取手段と、
　前記読取手段で読み取った前記二次元コードのサイズに基づいて、前記情報処理装置と
前記画像形成装置との間の距離を求める距離算出手段と、
　前記受信したパケットの受信電波強度を計測する計測手段と、
　前記距離算出手段で求められた距離と、前記計測手段によって計測された受信電波強度
とに基づいて、前記情報処理装置と前記画像形成装置との間の距離と、受信電波強度との
関係に関するキャリブレーションを行う較正手段と、
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を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項１３】
　前記二次元コードには、当該二次元コードを表示した画像形成装置を特定するための第
１の情報が含まれており、
　前記パケットには、当該パケットの送信を行った画像形成装置を特定するための第２の
情報が含まれており、
　前記較正手段は、前記第１の情報と前記第２の情報とが一致する場合に、前記距離算出
手段で求められた距離と、前記計測手段によって計測された受信電波強度とに基づいて、
前記情報処理装置と前記画像形成装置との間の距離と、前記受信電波強度との関係に関す
るキャリブレーションを行う、
ことを特徴とする請求項１２に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　前記計測手段によって新たに計測される受信電波強度と、前記較正手段によるキャリブ
レーションの結果とに基づいて、前記情報処理装置と前記画像形成装置との間の距離を求
める距離取得手段、を更に有することを特徴とする請求項１２または１３に記載の情報処
理装置。
【請求項１５】
　前記パケットは、ＢＬＥ（Bluetooth Low Energy）のAdvertisingパケットであること
を特徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１６】
　コンピュータを、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の情報処理装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【請求項１７】
　画像形成装置から送信されるパケットを受信し、当該パケットの受信電波強度を計測す
る情報処理装置の制御方法であって、
　所定の指示をユーザから受け付ける受付ステップと、
　前記所定の指示をユーザから受け付けた場合に、前記計測された受信電波強度に基づい
て、受信電波強度の補正量を算出する算出ステップと、
　前記情報処理装置によって新たに計測される受信電波強度を、前記算出ステップで算出
された前記補正量を用い補正する補正ステップと、
を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１８】
　画像形成装置から送信されるパケットを受信し、当該受信したパケットの受信電波強度
を計測する情報処理装置の制御方法であって、
　所定の指示をユーザから受け付ける受付ステップと、
　前記所定の指示を前記ユーザから受け付けた場合に、前記計測された受信電波強度に基
づいて、前記情報処理装置と前記画像形成装置との間の距離と、受信電波強度との関係に
関するキャリブレーションを行う較正ステップと、
を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１９】
　画像形成装置から送信されるパケットを受信し、当該受信したパケットの受信電波強度
を計測する情報処理装置の制御方法であって、
　スライドバーを用いてユーザに指定された受信電波強度の補正量を求めるための調整画
面であって、前記スライドバーのスライド可能な範囲において、前記計測された受信電波
強度に対応する位置に、前記スライドバーのつまみを初期表示し、かつ、ユーザによって
前記スライドバーのつまみの位置が移動された場合、当該移動されたつまみの位置に基づ
いて前記補正量を求めるための調整画面を表示する表示ステップと、
　新たに計測される受信電波強度を、前記調整画面において移動されたつまみの位置に基
づいて求められた前記補正量を用いて補正する補正ステップと、
を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
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【請求項２０】
　画像形成装置から送信されるパケットを受信し、当該受信したパケットの受信電波強度
を計測する情報処理装置の制御方法であって、
　前記画像形成装置に表示された二次元コードを読み取る読取ステップと、
　前記読取ステップで読み取った前記二次元コードのサイズに基づいて、前記情報処理装
置と前記画像形成装置との間の距離を求める距離算出ステップと、
　前記距離算出ステップで求められた距離と、前記計測された受信電波強度とに基づいて
、前記情報処理装置と前記画像形成装置との間の距離と、受信電波強度との関係に関する
キャリブレーションを行う較正手段と、
を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明の一態様に係る情報処理装置は以下のような構成を備
える。即ち、
　画像形成装置から送信されるパケットを受信する情報処理装置であって、
　前記受信したパケットの受信電波強度を計測する計測手段と、
　所定の指示をユーザから受け付ける受付手段と、
　前記所定の指示をユーザから受け付けた場合に、前記計測手段によって計測された受信
電波強度に基づいて、受信電波強度の補正量を算出する算出手段と、
　前記計測手段によって新たに計測される受信電波強度を、前記算出手段で算出された前
記補正量を用いて補正する補正手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　先ずＳ１１０１でＣＰＵ２０２は、ブルーツース通信部２１６を介してＢＬＥのAdvers
itingパケットを受信する。また複数の画像形成装置がＢＬＥを出力している場合は、複
数のAdvertisingパケットを受信する。ＣＰＵ２０２は、ここで受信したパケットの内容
をＲＡＭ２０６に格納する。実施形態１では、受信した電波の電波強度が－４６ｄＢｍと
仮定して説明を続ける。次にＳ１１０２に進みＣＰＵ２０２は、前述の補正値をＲＡＭ２
０６に格納しているか否かを判定する。ここで格納していると判定するとＳ１１０３へ進
み、そうでない場合はＳ１１０４へ進む。Ｓ１１０３でＣＰＵ２０２は、Ｓ１１０１で受
信した電波の電波強度を補正してＳ１１０４に進む。Ｓ１１０４でＣＰＵ２０２は、前述
の図６に示すような画像形成装置の一覧画面を表示する。この画像形成装置の一覧画面に
は、Ｓ１１０１においてAdvertisingパケットを受信した画像形成装置の一覧を表示する
。ここで、表示する画像形成装置は、Ｓ１１０１で受信した電波の電波強度、或いはＳ１
１０３で補正した電波強度が所定の閾値以上である画像形成装置だけを表示して、電波強
度が所定の閾値未満の画像形成装置は一覧画面に表示しないようにしてもよい。これによ
り、電波強度が所定の閾値以上、言い換えれば、モバイル端末１１０に近い画像形成装置
を一覧画面で表示することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４１】
　次にＳ１１０５に進みＣＰＵ２０２は、図６のボタン６０１／６０２のいずれかが押下
されて、画像形成装置の一覧から、ある画像形成装置が選択されたかどうかを判定する。
画像形成装置が選択されたときはＳ１１０６へ進み、そうでない場合はＳ１１０５へ進む
。Ｓ１１０６でＣＰＵ２０２は、前述のＳ１１０２と同様に、感度を調整するための補正
値をＲＡＭ２０６に格納しているか否かを判定する。ここで格納していると判定するとＳ
１１０９へ進み、そうでない場合はＳ１１０７へ進む。Ｓ１１０７でＣＰＵ２０２は、図
５に示す感度調整画面の表示処理を実行する。そしてＳ１１０８に進みＣＰＵ２０２は、
図８に示す感度調整のための補正値の取得処理を実行する。尚、前述のＳ８０３で、画像
形成装置の機種に対応付けて補正値を格納している場合、ＣＰＵ２０２はＳ１１０６で、
一覧から選択された画像形成装置用の補正値を記憶しているかどうか判定しても良い。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　尚、Ｓ１２０８で、対象の画像形成装置の機種等が特定できている場合は、その機種情
報に対応付けて、前述の補正値を保存するようにしても良い。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　デバイス名称２２００は、画像形成装置１００の名称が「DeviceA」であることを表し
ている。ＭＡＣアドレス２２０１は、画像形成装置１００のＭＡＣアドレスが「XX-XX-XX
-XX-XX-XX」あることを表している。ＩＰアドレス２２０２は、画像形成装置１００のＩ
Ｐアドレスが「YYY.YYY.YYY.YYY」であることを表している。日時２２０３は、その時点
での日時が、「２０１５／０６／２６ １６:２１」であることを表している。第一の情報
は、画像形成装置１００を特定できる情報が入っていれば良いため、特にこれらの情報に
限定されるものではない。
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